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整備と調整

バルブ交換：

ライダーシートを取り外します。

最初にマイナス（黒）のリード線からバッ

テリーの接続を外します。

交換するバルブから４本のネジを外し、バ

ルブカバーを外してください。

バルブリテーナーからマルチプラグを切

り離してください。

バルブリテーナーを反時計回しに回して、

ヘッドライトアッセンブリから取り外し

ます。

バルブリテーナーからバルブを外します。

取り付けは、取り外した時と逆の手順で行

ないます。

ポジションランプバルブの交換

1. バルブホルダー

2. ポジションランプバルブ

ポジションランプは各ヘッドライトの左

と右に取り付けられています。バルブを交

換するには、ふたつのネジを外し、バルブ

カバーを取り外し、ゴム製リテーナーを

ヘッドライトから分離させてバルブを

引っ張り出します。

取り付けは、取り外した時と逆の手順で行

ないます。

警告

バルブは使用中は熱くなります。必ず、

電球が冷えるまで十分時間をかけてか

ら、扱ってください。バルブのガラス部

分に触れないでください。ガラスに触れ

たり汚したりした場合は、アルコールで

拭き取っててください。

2

1

cdlr
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整備と調整

ヘッドライトバルブの交換－
Street Triple

1. ヘッドライト電球

2. バルブクリップ

3. ポジションランプバルブ

シートを取り外します。

最初にマイナス（黒）のリード線からバッ

テリーの接続を外します。

ヘッドライトクランプをヘッドライトボ

ディーに固定している固定具をゆるめま

す。

クランプを取り外している間、ヘッドライ

トを支えてください。

ケーブルが伸び過ぎないようにボウルを

支えながら、ヘッドライトをヘッドライト

ボウルから取り外します。

交換するバルブからマルチピン電気コネ

クターの接続を外し、ゴムカバーを取り外

します。

ワイヤリテーナーをクリップから離し（ネ

ジは外さない）てから、バルブをライトユ

ニットから外します。

ポジションランプバルブの交換

ポジションランプバルブの取り外し：

ワイヤーを引っ張らずに、バルブホルダー

をソケットからゆっくり外します。バルブ

を徐々に上に引っ張って、ホルダーから外

します。

両方のバルブの取り付けは、取り外し手順

を逆に行なってください。クランプボルト

を 4 Nm で締め付けます。

警告

バルブは使用中は熱くなります。時間を

十分かけてバルブを冷ましてから、取り

扱ってください。バルブのガラス部分に

は触れないでください。ガラスに触れた

り汚したりした時は、再使用する前にア

ルコールで拭き取ってください。

1
2

3

cbnp

警告

組立作業が完了するまで、バッテリーを

再接続しないでください。作業の途中で

再接続すると、バッテリーガスに引火し

て負傷事故をもたらしかねません。

注意

バッテリーへの再接続は、プラス（赤）

のリード線から行なってください。
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整備と調整

リアライト

リアライトの交換 - 両モデル

リアライトユニットは、密封してある整備

不要の LED ユニットです。

方向指示灯

バルブの交換 - Daytona 675

1. インジケーターレンズ

2. 固定ネジ

インジケーターライトのレンズは、ライト

本体に付いているネジで固定されていま

す。

ネジを緩めてレンズを取り外し、バルブ交

換作業を行います。

バルブの交換－ Street Triple

1. インジケーターレンズ

2. 固定ネジ

インジケーターライトのレンズは、ライト

のレンズに付いているネジで固定されて

います。

ネジを緩めてレンズを取り外し、バルブ交

換作業を行います。
ccoa

1

2
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整備と調整

ライセンスプレートライト

バルブの交換－両モデル

ナンバープレートライトユニット後部か

らゴム製のバルブリテーナーを取り外し、

バルブを取り外します。

取り付けは、取り外した時と逆の手順で行

ないます。

洗車
定期的な洗車は、お持ちのモーターバイク

の整備に欠かすことのできないものです。

定期的に洗車すると、長年にわたって新車

のような外観が保たれます。自動車用の洗

剤を溶かした水で洗車することは、いつの

場合にも大切ですが、海風や海水にさらさ

れた後や、埃っぽい道やぬかるんだ道、冬

場の融雪剤をまいた路面を走行した後は、

殊に大切です。家庭用洗剤は使わないでく

ださい。その種の製品は、腐食を早めるこ

とがあるからです。

お持ちのモーターバイクの保証書の条件

に基づき、特定の部品の腐食は保証の対象

となっていますが、オーナーもモーターバ

イクを腐食から守り、外観を向上させる手

段となる、本章の注意を守るようにしてく

ださい。

注意

ケーブルの損傷を避ける意味で、ケーブ

ルでバルブリテーナーを引っぱらない

でください。
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整備と調整

洗車の準備

洗車を行なう前に、下記の部分を濡らさな

いよう予防策を講ずる必要があります。

排気管の後部開口部：ビニール袋で覆い、

ゴムバンドで動かないようにします。

クラッチとブレーキレバー、ハンドル上の

スイッチハウジング：ビニール袋で覆いま

す。

イグニッションスイッチ / ステアリング

ロック：キーホールをテープで覆います。

指輪、時計、ジッパー、ベルトのバックル

のような装飾品は取り外します。塗装面や

磨き上げられた面にひっかき傷をつけた

り、損傷を与える恐れがあります。

塗装された/磨き上げられた表面とシャー

シ付近の洗浄には、別のスポンジまたは洗

い布を使ってください。シャーシ付近（ホ

イールやマッドガードの下）は、ざらざら

した道路のほこりやちりにまみれるので、

その部分の洗浄に使われたスポンジや洗

い布を使うと、塗装してある、あるいは磨

き上げられた表面にひっかき傷をつける

恐れがあります。

注意すべき部分

下記のところには、勢いよく水を吹きつけ

ないようにしてください：

･ 計器類

･ ブレーキシリンダーとブレーキ

キャリパー

･ 燃料タンクの下

･ ヘッドストックベアリング

･ ヘッドライト上の吸気ダクト

注記：

･ アルカリ性の強い洗剤を使うと、塗

装された表面に残留物が残り、しみ

になりかねません。洗車プロセスの

助けとなるように、必ず弱アルカリ

性の洗剤を使ってください。

洗車後

ビニール袋、テープを取り外し、吸気口も

きれいにします。

ピボット、ボルト、ナット類に注油します。

モーターバイクを運転する前にブレーキ

テストをします。

エンジンを始動させ、5分間回転させます。

排気ガスがこもらないよう換気を良くし

てください。

乾いた布で、残った水分を拭き取ります。

腐食につながりますので、マシンに水分が

ついたままにしないでください。

注意

吸気ダクトに吹きつけた水がエアボッ

クスとエンジンに浸入し、損傷を与える

可能性があります。

注意

高圧スプレー洗車機の使用はお勧めで

きません。高圧洗車機使うと、噴射され

た水がベアリングなどの部品内に浸入

し、腐食や潤滑油の損失が原因で磨耗を

早めます。
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整備と調整

塗装されていないアルミニウム部品

ブレーキやクラッチレバーのような部分

は、外観を保つために適切な方法で汚れを

とる必要があります。

研磨剤や腐食成分を含まない、専用ブラン

ドのアルミニウムクリーナーを使ってく

ださい。

アルミニウム製部品は定期的に汚れを落

としてください。 特に悪天候の中を走行

した後は、必ず各部品を手洗いして乾燥さ

せてください。

整備が不十分な場合は、保証の対象となり

ませんのでご注意ください。

排気装置の清掃

外観が損なわれないようにするために、

モーターバイクの排気装置の部品は全て

定期的にクリーニングする必要がありま

す。 

注記：

･ 水滴の跡が残らないよう、排気装置

は十分冷えるのを待って洗浄しな

くてはなりません。

洗浄

水に低刺激の自動車用洗剤を混ぜたもの

を用意します。一般に洗車場などで見られ

る強アルカリ性洗剤は使用しないでくだ

さい。残留物が残るからです。

柔らかい布で、排気装置の水分を完全に拭

き取ります。研磨パッドやスチールウール

は使用しないでください。仕上げを損なう

ことがあります。

排気装置を徹底的にすすいでください。

サイレンサーに石鹸水や水が入らないよ

うにしてください。

乾燥

排気装置を柔らかい布で拭いて、できる限

り水分を取ります。エンジンをかけて乾燥

させないでください。 水滴の跡が残りま

す。

保護

排気装置が乾いたら、「Motorex 645 Clean

and Protect 」を表面にすり込みます。

排気装置には保護剤を定期的に塗ること

をお勧めします。装置の外観を保護し、き

れいに保てます。

警告

ブレーキディスクには、絶対にワックス

や潤滑油を施さないでください。制動力

が低下し、事故に帰する恐れがありま

す。ディスクを拭く時は、オイルを含ま

ないブレーキディスク専用クリーナー

を使ってください。

注意

シリコンを含む製品を使うとクロムの

変色を招くことがありますので、使わな

いでください。同様に、研磨剤入り洗剤

や光沢剤を使うと、システムを損傷する

ことがあるので使わないでください。
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保管

保管

保管前の準備
モーターバイクを完全に清掃し、乾燥させ

ます。

正しい等級の無鉛燃料を燃料タンクに給

油し、燃料安定剤メーカーの指示に基づい

て燃料安定剤があれぱ添加してください。

シリンダーからスパークプラグを外し、エ

ンジンオイルをシリンダーごとに数滴

(5 cc) 垂らします。スパークプラグ孔を

布切れでカバーします。エンジンのストッ

プスイッチを RUN ポジションにした状態

で、スターターボタンを数秒間押して、シ

リンダー壁にオイルを行き渡らせます。ス

パークプラグを取付け、12 Nm のトルクで

締め付けます。

エンジンオイルとフィルターを交換しま

す（ページ 72 参照）。

点検を行い、タイヤ空気圧を規定値にしま

す（ページ 120 参照）。

両輪が地面から浮き上がるように、モー

ターバイクのスタンドを立てます。（これ

が無理なら、前輪と後輪の下に板を敷い

て、タイヤを湿気から護ってください）

塗装されていない金属面に防錆油（市場に

は多くの製品が出回っているので、貴地の

代理店に問い合わせてください）をスプ

レーします。ゴム製部品、ブレーキディス

ク、ブレーキキャリパーにオイルが付着し

ないようにしてください。 

チェーンをチェックし、調整します

（82 ページを参照）。

不凍液と蒸留水を50対50で混合した液が

充填されているか、冷却装置を確認してく

ださい（ページ 74 参照）。

バッテリーを取り外し、直射日光が当たら

ず、湿気のない、気温が氷点下にならない

場所に保管してください。保管中のバッテ

リーは、隔週に一度のペースで緩速充電

（1 アンペア以下）してください（ページ

99 参照）。

モーターバイクは、ひんやりとして乾燥

し、直射日光が射さず、一日の温度変化が

小さい場所に保管します。

モーターバイクにカバーをかけ、ほこりや

ごみが積もらないように適切な多孔性カ

バーをしてください。プラスチックのよう

な通気性のない、熱や湿気のこもりやすい

材質の被覆が施された材質の物は避けて

ください。

警告

ガソリンは高可燃性で、一定の状況下で

は爆発する恐れがあります。したがっ

て、イグニッションスイッチをオフにし

ます。禁煙厳守。場所は換気が良く、火

炎や火花の元となる物がないことを確

認してください。たとえば、パイロット

ランプ付きの電気・ガス器具などです。
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保管

保管後の走行準備
バッテリーを再度取り付けます（ページ

102 参照）。

4ヶ月以上乗らなかったモータバイクの場

合、エンジンオイルを交換してください

（ページ 72 参照）。

日常の安全点検の項に記載されている項

目をすべてチェックします。

エンジンを始動する前に、シリンダーから

スパークプラグをすべて取り外してくだ

さい。

サイドスタンドを降ろします。

油圧警告ランプが消えるまで、スタータ

モーターでエンジンを数回回転させます。

スパークプラグを交換し12 Nmのトルクで

締め付け、エンジンを始動させます。

点検を行い、タイヤ空気圧を規定値にしま

す（ページ 120 参照）。

車体全体をくまなくきれいにします。

ブレーキをチェックし、調整します。

低速でモ―ターバイクを試運転します。
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仕様

Daytona 675 Street Triple

寸法

全長. . . . . . . . . . . . . . . 2,010 mm 2,000 mm

全幅. . . . . . . . . . . . . . . 700 mm 750 mm

全高. . . . . . . . . . . . . . . 1,120 mm 1,165 mm

輪間距離. . . . . . . . . . . . . 1,395 mm 1,390 mm

シート高. . . . . . . . . . . . . 825 mm 810 mm

重量

乾燥重量. . . . . . . . . . . . . 165 kg 167 kg

最大車載重量. . . . . . . . . . . 195 kg 195 kg

エンジン

タイプ. . . . . . . . . . . . . . 直列 3気筒 直列 3 気筒

排気量. . . . . . . . . . . . . . 674.8 cc 674.8 cc

ボア ｘストローク . . . . . . . . 74 x 52.3 mm 74 x 52.3 mm

圧縮比. . . . . . . . . . . . . . 12.65:1 12.65:1

シリンダナンバー. . . . . . . . . 左から右へ 左から右へ

順番. . . . . . . . . . . . . . . 左側が 1 左側が 1

点火順. . . . . . . . . . . . . . 1-2-3 1-2-3

始動方式. . . . . . . . . . . . . 電動スターター 電動スターター

性能

最大出力 (DIN 70020) . . . . . . . 125 PS/12,500 rpm 108.2 PS/11,700 rpm

最大トルク. . . . . . . . . . . . 最大トルク 72 Nm/ 

11,750 rpm

最大トルク 68 Nm/ 

9,200 rpm
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Daytona 675 Street Triple

潤滑

潤滑. . . . . . . . . . . . . . . 圧力給油（ウェット

サンプ方式）

圧力給油（ウェット

サンプ方式）

エンジンオイル容量

ドライフィル. . . . . . . . . . . 3.0 リッター 3.0 リッター

オイル / フィルターの交換. . . . . 2.6 リッター 2.6 リッター

オイルチェンジのみ. . . . . . . . 2.4 リッター 2.4 リッター

クーリング

クーラントタイプ. . . . . . . . . Mobil Antifreeze Mobil Antifreeze

水 / 不凍剤比. . . . . . . . . . . 50/50 50/50

クーラント容量. . . . . . . . . . 2.4 リッター 2.4 リッター

サーモスタット開（公称） . . . . . 71°C 71°C

燃料システム

タイプ. . . . . . . . . . . . . . 電子燃料噴射 電子燃料噴射

インジェクター. . . . . . . . . . ソレノイド作動式 ソレノイド作動式

燃料ポンプ. . . . . . . . . . . . サブマージ電動型 サブマージ電動型

燃料圧（公称） . . . . . . . . . . 3 バール 3 バール

燃料

タイプ. . . . . . . . . . . . . . 無鉛 95 RON 無鉛 91 RON

タンク容量. . . . . . . . . . . . 17.4 リッター 17.4 リッター
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Daytona 675 Street Triple

イグニッション

点火方式. . . . . . . . . . . . . デジタル誘導式 デジタル誘導式

電子レブリミター (r/min). . . . . 14,000 (r/min) 13,000 (r/min)

スパークプラグ. . . . . . . . . . NGK CR9EK NGK CR9EK

スパークプラグの隙間. . . . . . . 0.7 mm 0.7 mm

許容隙間. . . . . . . . . . . . . +0.05/-0.1 mm +0.05/-0.1 mm

トランスミッション

タイプ. . . . . . . . . . . . . . 6 速、常時噛合式 6 速、常時噛合式

クラッチ. . . . . . . . . . . . . 湿式多版 湿式多版

ファイナルドライブチェーン. . . . RK O リング RK O リング

プライマリドライブ比. . . . . . . 1.848:1 (46/85) 1.848:1 (46/85)

歯車比：

ファイナルドライブ比. . . . . . . 2.937:1 (16/47) 2.937:1 (16/47)

1 速 . . . . . . . . . . . . . . . 2.615:1 (13/34) 2.615:1 (13/34)

2 速 . . . . . . . . . . . . . . . 1.857:1 (21/39) 1.857:1 (21/39)

3 速 . . . . . . . . . . . . . . . 1.565:1 (23/36) 1.565:1 (23/36)

4 速 . . . . . . . . . . . . . . . 1.350:1 (20/27) 1.350:1 (20/27)

5 速 . . . . . . . . . . . . . . . 1.238:1 (21/26) 1.238:1 (21/26)

6 速 . . . . . . . . . . . . . . . 1.136:1 (22/25) 1.136:1 (22/25)
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Daytona 675 Street Triple

タイヤ

タイヤ空気圧（冷寒時）:

フロント. . . . . . . . . . . . . 2.35 バール 2.35 バール

リア. . . . . . . . . . . . . . . 2.50 バール 2.90 バール

フロントサイズ. . . . . . . . . . 120/70 ZR 17 120/70 ZR 17

リアサイズ. . . . . . . . . . . . 180/55 ZR 17 180/55 ZR 17

認可タイヤ :

オプション 1、フロントおよびリア . Pirelli Dragon 

Supercorsa Pro

Dunlop Sportmax 

Qualifier

オプション 2、フロントおよびリア . Michelin Pilot 

Power B

Pirelli Dragon 

Supercorsa Pro

オプション 3、フロントおよびリア . Bridgestone BT014 G Bridgestone BT014 G

警告

推奨されたタイヤだけを指定の組み合わせで使用してください。メーカーの異なるタ

イヤ、また同一メーカーでも仕様の異なるタイヤを混用しないでください。混用する

と、モーターバイクのコントロールが失われて事故を招く結果になりかねません。
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Daytona 675 Street Triple

電装品

バッテリー. . . . . . . . . . . . YT7B - BS YTX9 - BS

バッテリー定格. . . . . . . . . . 12Ｖ, 7 Ah 12Ｖ, 8 Ah

オルタネーター. . . . . . . . . . 12V、33.5A/ 

4,000 rpm 

12V、33.5A/ 

4,000 rpm 

ヘッドライト. . . . . . . . . . . 1 x 12V、55 W、ハロ

ゲン H7（左側）

1 x 12V、65 W ハロ

ゲン H9（右側）

2 x 12V 55/60 W ハ

ロゲン H4

テール / ブレーキランプ. . . . . . LED LED

方向指示ランプ. . . . . . . . . . 12V、10 W 12V、10 W

フレーム

すくい角. . . . . . . . . . . . . 23.9° 24.3°

トレール. . . . . . . . . . . . . 89.1 mm 95.3 mm
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全モデル

締付トルク

オイルフィルター. . . . . . . . . 10 Nm

オイルドレンプラグ. . . . . . . . 25 Nm

スパークプラグ. . . . . . . . . . 12 Nm

リアホイールスピンドル. . . . . . 110 Nm

チェーンアジャスターロックナット. 27 Nm

フルードと潤滑剤

エンジンオイル. . . . . . . . . . API SH（またはそれ以上）および

JASO MA 仕様にかなった半合成または完

全合成の 10W/40 もしくは 15W/50 モー

ターバイク用エンジンオイル、例えば

Mobil 1 Racing 4T

ブレーキおよびクラッチ液. . . . . Mobil Universal Brake & Clutch Fluid 

DOT 4

クーラント. . . . . . . . . . . . Mobil Antifreeze

ベアリングおよびピボット. . . . . Mobil Grease HP 222

ドライブチェーン. . . . . . . . . Mobil チェーンスプレーまたは Mobilube 

HD 80
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アクセサリー . . . . . . . . . . .  61

安全 . . . . . . . . . . . . . . .  5

整備 / 装備 . . . . . . . . . .  7

駐車 . . . . . . . . . . . . .  6

日常点検 . . . . . . . . . . .  49

燃料と排気ガス . . . . . . . .  5

ハンドルとフットレスト . . . .  9

部品とアクセサリー . . . . . .  7

モーターバイク . . . . . . . .  5

ライディング . . . . . . . . .  8

イグニッション . . . . . . . . .  119

キー . . . . . . . . . . . . .  39

スイッチ / ステアリングロック . 39

エンジン

エンジンの始動 . . . . . . . .  52

エンジンの停止 . . . . . . . .  52

仕様 . . . . . . . . . . . .  117

シリアル番号 . . . . . . . . .  19

エンジンオイル . . . . . . . . . .  71

オイルとフィルターの処分 . . .  74

オイルレベルの点検 . . . . . .  71

等級と仕様 . . . . . . . . . .  74

オドメーター / トリップメーター . .  24

ギア

ギアチェンジ . . . . . . . . .  54

ギアチェンジライト . . . . . . . .  31

クーラント温度計 . . . . . . . . .  27

クラッチ . . . . . . . . . . . . .  80

調整 . . . . . . . . . . . . .  81

点検 . . . . . . . . . . . . .  81

クリーニング. . . . . . . . . . . 112

乾燥 . . . . . . . . . . . . . 114

準備 . . . . . . . . . . . . . 113

洗車後 . . . . . . . . . . . . 113

洗浄 . . . . . . . . . . . . . 114

注意すべき部分 . . . . . . . . 113

塗装されていないアルミニウ

ム部品 . . . . . . . . . . . . 114

排気装置 . . . . . . . . . . . 114

保護 . . . . . . . . . . . . . 114

計器盤のレイアウト. . . . . . . .  23

警告

警告・注意・注記 . . . . . . . . 1

警告ラベル . . . . . . . . . . . 2

警告ラベルの位置 . . . . . . .  10

警告灯. . . . . . . . . . . . . .  37

シートロック. . . . . . . . . . .  47

締付トルク. . . . . . . . . . . . 122

車体識別番号. . . . . . . . . . .  19

重量. . . . . . . . . . . . . . . 117

潤滑. . . . . . . . . . . . . . . 118

スタンド. . . . . . . . . . . . .  46

サイドスタンド . . . . . . . .  46

ステアリング / ホイールベアリング.  90

点検 . . . . . . . . . . . . .  90

スピードメーター. . . . . . . . .  24

スロットルコントロール. . . . . .  77

寸法. . . . . . . . . . . . . . . 117

性能. . . . . . . . . . . . . . . 117
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トレッドの最小深度 . . . . . .  96

タコメーター . . . . . . . . . . .  24

ツールキット . . . . . . . . . . .  45

電装品 . . . . . . . . . . . . .  121

時計 / トリップコンピューター . . .  25

ドライブチェーン . . . . . . . . .  81

潤滑 . . . . . . . . . . . . .  82

たるみ調整 . . . . . . . . . .  83

たるみ点検 . . . . . . . . . .  82

磨耗点検 . . . . . . . . . . .  84

トランスミッション . . . . . . .  119

慣らし運転 . . . . . . . . . . . .  48

燃料 . . . . . . . . . . . . . .  118

燃料の条件 . . . . . . . . . . . .  43

フューエルタンクキャップ . . .  44

燃料タンクへの給油 . . . . . .  45

燃料の等級 . . . . . . . . . .  43

燃料システム . . . . . . . . . .  118

バッテリー . . . . . . . . . . . .  99

処分 . . . . . . . . . . . .  100

整備 . . . . . . . . . . . .  100

取り外し . . . . . . . . . .  100

取り付け . . . . . . . . . .  101

バッテリーの充電 . . . . . . . .  101

左ハンドルスイッチ . . . . . . . .  42

パスボタン . . . . . . . . . .  43

ヘッドライトディップスイッチ . 42

ホーンボタン . . . . . . . . .  43

方向指示器スイッチ . . . . . . . .  43

ヒューズボックス . . . . . . . .  103

フルードと潤滑剤 . . . . . . . .  122

ブレーキ. . . . . . . . . . . . .  85

ジャスタ . . . . . . . . . . .  40

ディスクブレーキフルード . . .  86

パッドの磨耗補正 . . . . . . .  86

フルードレベル . . . . . . . .  87

ブレーキ操作 . . . . . . . . .  55

ブレーキとクラッチレバーア

磨耗点検 . . . . . . . . . . .  85

ライトスイッチ . . . . . . . .  88

フレーム. . . . . . . . . . . . . 121

フロントガラスの清掃. . . . . . .  89

フロントサスペンション. . . . . .  91

圧側減衰の調整 . . . . . . . .  94

設定値表 . . . . . . . . . . .  92

スプリングプリロードの調整 . .  93

フォークの点検 . . . . . . . .  91

伸側減衰の調整 . . . . . . . .  93

ヘッドライト. . . . . . . . . . . 106

調整 . . . . . . . . . . . . . 106

バルブの交換 . . . . . . . . . 108

ポジションランプ . . . . . . . 110

ヘルメットと防護服. . . . . . . . . 6

保管

保管後の走行準備 . . . . . . . 116

保管前の準備 . . . . . . . . . 115

方向指示灯. . . . . . . . . . . . 111

右ハンドルスイッチ. . . . . . . .  41

エンジンストップスイッチ . . .  41

スターターボタン . . . . . . .  42

ライセンスプレートライト. . . . . 112

ライダーシート. . . . . . . . . .  47

ラップタイマー. . . . . . . . . .  27

リアシート. . . . . . . . . . . .  48

リアライト. . . . . . . . . . . . 111

冷却装置. . . . . . . . . . . . .  74

交換 . . . . . . . . . . . . .  77

腐食防止剤 . . . . . . . . . .  74

レベルの調整 . . . . . . . . .  76

レベルの点検 . . . . . . . . .  75


